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TazukoAOKI 

This study was analyzed how the state department of education developed curriculum in the 

“Kansas Comp閃hensiveSchool Counseling Program; Best 目前ticesan Addendum to the Model and 
Guidelines (1997)". 1 found some features in guidelines; they consist of itemized sentences， every 

sentence has its own number， the numbers make a three tired construction and every item is numbered 

according to importance. 1 found some features in the best practical models p訂t，too. They are as 

follows; every practice is a single page and every practice follows the same format.τbe format includes 

the correspondences to counseling guidelines and are shown with guideline numbers， the outline of each 
practice， how many classes each practice is expected to take what materials are needed， how to contact 

the practice teacher and additional comments from the teacher. 1 discuss these materials in血epoint of 

view of those curriculum developments changing actual practices into immediate impact information to 

support teachers. 
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1卯9年から2叩2年にかけて、アメリカ中部に位置する

カンザス州、ブルーバレー学区の学校や教育委員会、シ

ャウニーミッション学区の高校を訪問する機会を得た

(青木;1999，2001，2∞2)。カンザス州は本来、教育熱心な
州であり、中でも上記の学区は、特に教育熱心な学区で

あると後から知った。訪問してみた際、確かに生徒の規

律正しさ、教師聞のチームワークの良さ、授業の洗練性、

先進性などに感心した。しかし特に感心したのは、教師

の持つ教育教材の種類の多さである。アメリカの教師

が持つ教育教材の豊富さは、カンザス州だけでなく、イ

リノイ州でも、ノースカロライナでも感じたことである。

お聞きしたところによると、市販の教育教材も多い1が、

教師達が学区をあげて作成している教材、学校で作成

している教材も多くあるという(Fig.1)。そしてこの学校

や学区の教育委員会で作成する資料や教材も、市販の

教材2もA4に統ーされたシステム手帳式の教師用教材

を作成している場合が多い。これは外せばコピーして

そのまま使えるような資料にもなるし(Fig.2)、訂正が

出ればそこだけ差し替えることが可能であり、追加が

あれば加えることができる。教育委員会の教材ファイ

ノレに市販のファイルや自分が作ったファイルを差し込

むこともできる。 1つのパインダーにいろんなものを

保管できるシステムは、ノートや本を主体にした日本

の教育にはない実践性を備えた教材であると感じた。

1 ノースカロライナの小学校でお聞きしたところによると、教師は一人当たり年間 1~2万円くらい、自由に教材

に使える研究費を持っているという。この教師達が自由に使えるお金の存在が、豊かな教育教材産業を作ってい

るのではないかと感じた。

2製本されず、A4版の紙に印刷された形のままの教材も多種多様に存在する。個人が作った教材をネットで検索

して購入できるものもある(Fig.3)。
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Fig.l 学区で作成した教材例。
(注)これはポートフォリオの作成の指導の
仕方を示したもの

Fig.2 コピーすれば使える教材の例
(注)これはFig.lの内容の1部

本稿は、著者が入手したカンザス州の州教育委員会

が作成した「カウンセリングプログラムのベスト実践

集Jをとりあげ、アメリカのプログラム開発、カリキュラ

ム開発の方法を紹介する。この資料は、私がブルーバレ

ー学区の教育委員会を訪問した際、スクールカウンセラ

ーの方から、「前パジョーンなので、今は使っていないか

らjと頂いたものである。この資料を詳しく紹介するこ

とで、アメリカの学習開発がどのようになされているか

を紹介したい。

ところで日本で「カウンセラー」と言うと、週に 1度

くらい派遣されてくる心の悩みの相談を種としている

職種で、授業を担当しないという概念が強い。しかし、

このカンザス州のスクールカウンセラーの仕事は、学

校に常駐し異なる仕事にたずさわっている(青木、2∞6)。
アメリカでのスクールカウンセラーの仕事は、「人格・

社会的領域Jr学習領域Jrキャリア発達領域」の3本柱で
あり、日本のように、心の悩み相談だけを行っているさ

Fig.3 ネットで購入できる教材の例

(注)左側にパンチで穴をあければ他の教材と
合わせてとじることができる

けではない。さらに、全クラスを対象に、上記の仕事を

遂行するため授業を持っている。私がお聞きした時点

では、ブルーバレー学区の1つの小学校では2週間に1回、

20分の授業を担当しているとのことだった。まず、この

日米のカウンセラーの仕事の違いを念頭において本稿

を読んでいただきたい。

1.ペスト実践集の構成

スクーノレカウンセラー達が持っているベスト実践集

は具体的にはTab!e1のような内容になっている。

ガイド

ライン

Table 1 ペスト実践集の目次

①前書き

②目標と期待させる効果

③人格・社会発達支援領域

④学習支援領域

⑤キャリア発達支援領域

⑥小学生の活動

実践集 ⑦中学生の活動

③高学生の活動

(注)番号は説明のために著者が振った

このカリキュラムには、具体的には2つの部分に分

かれる。一つ目は②~⑤までの州のガイドラインの部

分、もう一つは⑥~③までの、具体的な実践集である。

②は、@-⑤に示す具体的ガイドラインの簡易版であ

る。ここでは、 Tab!e2に全訳を示した。また、③~

⑤までの、州が示したガイドラインの部分は、資料1
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力ンザス州公立学校カウンセリングプログラム

カウンセリングと発達支援

ベスト実践集

Fig.4 カウンセリング プログラムの表紙

に全訳を表にまとめて示す。

表紙 Fig.4はこの実践集の表紙を訳したものである。

この表紙の図を見るといくつかのことがわかる。まず、

カウンセリングのプログラムの内容には、同じくらい

重要な領域が3つあることが図を見ただけ把握できる。

その3っとは、「人格・社会発達支援Jr学習支援Jrキ
ャリア発達支援」である。次に人格・社会的な発達に

関しては、『カウンセリングと発達支援」、学習発達支

援については「チームを組むこと」、キャリア発達支

援については「情報と評価Jと、それぞれの領域の目

標が端的に記しされている。この部分を見ると、カウ

ンセリングと発達支援は、個人の人格発達を促すだけ

でなく、社会発達を促すことを目指していること、学

習支援とは、勉強を支援するだけでなく、チームの一

員として役に立つこと、他者とカを合わせることにも

力点がおかれた教育であり、キャリア発達とは、職業

体験と言うよりは情報収集や仕事の評価をすることを

目指すものであることがうかがえる。このように全体

の概念を一目瞭然で理解させる図の上に、各領域名と

目標を 1つ書くことで、表紙を見ただけで、学校カウ

ンセリングが何を目指しているものかが、誰にでもわ

かるようになっている。

2.ガイドラインについて

ガイドラインとは日本の学習指導要領に相当するも

のだと思われる九しかし内容の文面は日本の学習指

導要領と違って次のような特徴を持っている。それは、

①すべてが箇条書きで番号が付いていること、②一つ

の文章には一つの要素しか記載されていないこと、③

大見出し、中見出し、小見出しの3段階構成になって

いること、④小見出しは、番号の上位ほど重要性が高

いと思われること、である。 Table2にはTable1のガ

イドラインの中見出し部分の骨子、 Table3にはそれ

ぞれの小見出し部分の下位目標の一部を示して、カウ

3アメリカのガイドラインは学習指導要領のような法的な拘束力は無いと聞く。ただ、ガイドラインに従わないと

補助金を出さない、など、ある意味の拘束力はあるという。
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ンセリングに関するカリキュラム構成を具体的に解説

する。

まず、 Table2のガイドラインの概要について考え

てみる。これを見ると、 rl.人格.社会的発達支援領域j
には1.1-1.6の6つ、 r2.学習支援領域jには2.1~2.3 

までの3つ、 r3.キャリア発達領域Jには3.1~ 3.5ま

での5つの目標があることがわかる。大見出しについ

た番号が、中見出しの前半についたこの番号の振り方

は、番号を見ただけで、領域が特定できる。さらにこ

の番号は、義務教育13年間 4共通である。番号を見れ

ば内容のわかるこの仕組みは、これはとても合理的で

便利な方法だと感心した。

つぎにTable3の見ていただきたい。これは、資料

1のカリキュラム表から、日本では余り目にしない rl.6
自分や他者の責任を果たすJという、責任について

教える部分とキャリア教育に関する内容の中から r3.3

キャリア上での意志決定のスキルを発達させるJの

部分を、小・中・高の3段階にわたって抜き出したも

のである。ここでは中見出しに次に小見出しの番号が

ついている。そして小見出しの番号が同じものを横断

的に比較すると、小学校、中学校、高校でどのように

カリキュラムが発達しているかを比較することができ

る。このように、系統的な番号をつけることで簡単に

内容を横断的に比較することができると、小学校でや

っておかなくてはならないことは何か、逆に小学校で

やったことが、中学高校でどのように発展するのかが

よく見えてきて、教師達は自分の教育の意義を見いだ

Table 2 領域と主な目的の階層的構成と構成番号の工夫

1.1 ポジティブな自己概念を形成しよ
うとする

1.人格・社会的 1.2 効果的な意志決定ができる

発達支援領域 1.3 健康的な選択ができる
1.4 他者に礼を尽くす
1.5 他者と関わるスキルを発達させる
1.6 自分や他者の責任を果たす

2.1 効果的な学習と学業スキルを用いる
2.学習支援領域 2.2 学習の目標を設定し押し進める

2.3 勉強するメリットを理解している

3.1 仕事への積極的態度を養う
3.2 キャリア情報の使い方

1キャリア発達 3.3 キャリア上での意志決定のスキル

支援領域 を発達させる
3.4 人生での役割変化に気づき、理解
する

3.5 仕事を探すスキルを発達させる

しやすいのではないかと思える。この点、日本の記述

方法は、文章で書かれているので要点がつかみにくい

上、横断的な発展が見えにくいと思える。

3.実践集とガイドラインの関係

ガイドラインに見られる番号システムの便利さは、

カリキュラムを把握する際に役立つだけでなく、実践

を構成し、評価する上でも役立つている。 Fig.5には

実践集の構成を示した。

実践集は、基本的にすべてA4、1枚に収まる形式

になっている。そして、その形式はすべてFig.5に示

す構成に統一されている。加えて実践によっては、

Fig.2に示したような、授業の資料として、コピーす

れば使える様式がついている。つまり、実践集は、個々

の教員の優れた実践をデータファイル化したものとな

っている。

次にFig.5，6，7を用いて、実践集の見方を説明する。

まず、 Fig.5について解説する。実践のタイトルが一

番上に来る。次に資料1、Table2， 3に示した領域が

来る。これで、カウンセリングのどの領域に関わる実

践かがすく・にわかる仕組みになっている。②では、対

象年齢、この実践を行うのに必要な時間を明記する。

③では、この実践を行うのに必要な材料、手続き、教

示の住方を書くことになっている。④には、手続きや

方法には表せない発展事項、注意事項などが書かれて

いる。⑤ではこの実践にした本が紹介され、@には実

践者の連絡先が書かれている。つまり、この実践の形

式は、日本の学習指導要領に似ていると言うよりは、

理科の実験の表記の仕方に似ている。道具、教示、引

用文献、連絡先を書き、場合によってはコピーするだ

けで使える資料を添付することで、優れた実験がすぐ

に誰にでも行えるように、再現可能性を高める表記と

なっている。

実践集には約50の実践が紹介されている。 Fig.6， 7で

は、日本で実践の少ないキャリア領域を取り上げ実践を

紹介した。ここではFig.6に従って小学校の実践を見て

みたい。

この実践集を見ると、次のことがわかる。活動の名

前は「仕事の探索と説明j。領域はキャリア領域。ガ

イドライン上の大きな目標は r3.2;職業に関する情

報を使うスキルと発達させるJであり、実際に使う能

力は、さらに下位目標の r3ユ3 さまざまな仕事につ
いて説明するJである。ここにガイドラインとの対応

が明確に示しているところが、何を育もうとする実践

4アメリカでは幼稚園年長組から高校3年生までが義務教育である。ただし小学校、中学校の期間の長さは学区に

よって異なる。
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なのかがわかりやすくて評価しやすい。

次にセッションの長さ、対象年齢、教師が準備しな

くてはならない材料が明記されている。

次には活動内容の解説がある。日曜日の職業欄の新

聞を生徒に持ってこさせて、すべての職業を探して印

を付ける。そして輿味あるものについて、必要な教育、

仕事の内容、給料、使う道具やスキル、資格等々につ

いて調べることがわかる。

高校では日本の大学に匹敵するくらいの選択科目が存

在する(青木、 2007)。選択科目を選ぶためには、ど

の職業にはどのような学歴や資格が必要なのかを知っ

ておく必要があるし、自分で調べる能力を付ける必要

がある。小学校のこの活動は、自分のキャリアを発達

させる授業でもあるが、中学、高校での選択科目を自

分で決定させるための前準備でもあることがうかがえ

る。

コメント欄には、「もう少し時聞があれば、子ども

達が項目ごとに図表やイラストを描いたり、仕事でき

る服を展示したりできるでしょう」とさらに発展させ

るにはどうしたらよいかが記している。そして最後に、

さらにこの実践を詳しく知りたい人のために、参考図

書、連絡先が明記されている。

アメリカでは、中学になると選択科目が多くなり、

最後に、カンザス州のスクールカウンセラー達が持

っているベスト実践集は、優れている点をまとめてみ

る。それは、①実践と州のガイドラインの対応が明確

であること、②セッションの長さが書かれていること、

③教師が準備しなければならない材料の明記があるこ

と、④手続きが記されており、さらに発展させるヒン

トが書いていること、⑤参考文献が 1冊記されている

小学校

1. 6. 1. 自分の行為についての責
任を示す

1. 6. 2. どう行為するかの選択肢
をふやす

1. 6. 3. 他者に向けた自分の行為
の原因と結果を表現する

1. 6. 4. 責任感があるとはどうい
うことかを表現する

3.3.1.人は、キャリアについての
意志決定をしていること
に気づく

3.3.2. 何をすることが好きなの
かに気づく

Table 3 ガイドラインの細部の構成

中学校

1. 6.1 自分の行為についての責任
を示す

1. 6. 2 様々な状況で、責任ある行為
が何かわかる

1. 6. 3 他者に向けた自分の行為の
原因と結果を表現する

1. 6. 4 自分自身への信頼を増加させ
る

1. 6. 5 責任を持つことがいかに人
生を充実させるかを説明す

1. 6. 6 る

3.3.1 

3.3.2 

3.3.3 

自分の行為と決定の結果を
引き受けることを表現する

いくつかのキャリアをどう
準備したらよいかを話せる
キャリア上での意志決定で、
選択肢があることに気づく
自分の興味と能力がキャリ
ア選択にどのように役立つ
か気づく

3.3.4 将来のプランを立てること
の重要性に気づく

3.3.5 一時的なキャリアと教育の
目標をに気づく

3.3.6 自分の興味と能力、キャリア
のゴールにあった高校のコ
ースに気づいて選択する
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両校

1. 6.1 自分の行為についての責任
を示す

1. 6. 2 様々な状況で、責任ある行為
が何かわかる

1. 6. 3 他者に向けた自分の行為の
原因と結果を表現する

1. 6. 4 自己のコントロールと自分
への信頼を持つ

1. 6. 5 自分の決定、自分の行為、そ
して個人的な成長への責任
を引き受ける

1. 6. 6 他者に対して、建設的な批判
を与える

3.3.1 興味のあるキャリアについ
て、準備の仕方を話せる

3.3.2 意志決定状況で、特殊なキャ
リアでは選択肢があること
に気づく

3.3.3 自分の興味、能力、価値に気
づく

3.3.4 自分についての情報を基礎
に、キャリアのプランを発達
させる

3.3.5 他者の期待が、いかにキャリ
アのプランに影響するかに
気づく

3.3.6 キャリアの選択、訓練、仕事
条件に影響する仕事の特徴
に気づく

3.3.7 キャリアの選択が、自分の人
生の選択に影響をする仕方
に気づく

3.3.8 高校卒業後の進学、就職への
移行へのステップを理解し、
遂行する

3.3.9 よいキャリア選択の仕方を
知っており、実行する

3.3.10キャリアの発達は、継続的な
プロセスであることに気づく



こと、⑥実践者名と連絡先が記しであること、である。

参考文献は多すぎると読む気をなくさせるに違いなく、

全くなければ関連の資料を調べることもできない。ま

た、連絡先があれば、詳しく聞いてみたいことについ

て、すぐに連絡を取って問い合わせることができる。

加えて⑦すべてがA4、1枚に納めるデータベース方

式になっており、コピーすればすぐ使える資料も付い

ているので、とても活用しやすいこと、③最初に戻る

が、ガイドラインが3段階見出しの構成になっている

ので、自分の生徒に不足している能力を補おうと考え

たとき、番号を探してゆけば関連の実践を探せるので

便利であること、などがあげられよう。

カンザス州の教育委員会が作成した検索できる形式

のデーターベース化されたベスト実践集、日本にも新

しい教育の指針を作るとき、指針だけでなく、データ

ベース式の検索可能な実践を、指針との対応がすぐわ

かる形にして同時に示せば、新しい教育方針も教育現

場になじみやすいのではなかろうか。カンザス州のベ

スト実践集を見て、アメリカでの新しい教育方針が裾

野に広がる早さの秘訣、各教師達が、新しい自分の実

践に自信を持って取り組んでいる秘訣をかいま見たよ

うな気がした。

活動の名前:

① 資料1に示したゴール
の番号が記されている

セッションの数:

セ、 *'d: l ツンヨンのま乏 l 

対象年齢

② l回の授業の長さ、何回授業を取ればよ

いか、対象学年は伺年生かが記されている

材料/資源:
ー
I
P
-
-
d

き続手/
 

一一小教

③ まるで理科の実験のように、使用する(準備する)道

具、材料を明記している。実験は誰が行っても同じように

実施できるように手続きを書くが、ここでも誰が実施して

も同じ授業ができるように教示と手続きを記している

コメント/観察

参考図書

タイトJレ:

著者:

出版年:

出版社:

住所:

学校:

住所:

電話番号

④ 基本だけでなく、発展事項、注意事項などが記され

⑤ 実践の参考にした図書を記すようになっている。これがあ

れば、大元の本を探しやすくなるに違いない。複数上げるので

はなく、 1，2冊上げるシステムはわかりやすいのではなかろう

か

⑥ 実践者の連絡先を電話番号、住所共々示している。こ

れがあれば、調べる手間なく、すぐに問い合わせが可能に

なるに違いない

Fig.5 実践集の形式

白

o
n
i
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活
動
の
名
前
:
仕
事
の
探
索
と
説
明

領
域
:
キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援

ゴ
ー
ル
:
3.
2
職
業
に
関
す
る
情
報
を
使
う
ス
キ
ル
を
発
達
さ
せ
る

能
力
:
3.
2ふ
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
つ
い
て
説
明
す
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
数
:2
回

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
長
さ
:
お
の
お
の
1
時
間

対
象
年
齢
:
5
，6
年
生

材
料
/
資
源
:
①
子
ど
も
一
人
、
ま
た
は
ペ
ア
で
日
曜
日
の
新
聞
1
頁
.

②
ラ
イ
ン
マ
ー
カ
ー

③
職
業
が
見
出
し
に
な
っ
た
辞
典

④
職
業
の
概
略
が
書
い
た
本

教
示
/
手
続
き
:C
D新
聞
を
見
て
、
す
べ
て
の
職
業
を
探
し
て
ラ
イ
ン
マ
ー
カ
ー
で
印
を
付
け
る
。

②
最
も
興
味
の
あ
る
も
の
(
ま
た
は
、
子
ど
も
が
興
味
を
も
ち
そ
う
な
も
の
)
に
つ
い
て
5
つ
取
り
上
げ
る
。

@
辞
書
や
仕
事
を
説
明
し
た
本
で
1
つ
に
つ
い
て
、
次
の
事
柄
を
調
べ
る
。
a)
必
要
な
教
育
、
b)
仕
事
の
義

務、
c)
給
料
、
d)
制
服
、
e)
使
う
道
具
や
仕
事
の
ス
キ
ル
、
。
屋
外
労
働
、
屋
内
労
働
、
事
務
室
、
大
都

市
か
な
ど
、
働
く
場
所
、
g)
特
殊
な
資
格
(
試
験
、
実
技
試
験
、
な
ど
)
。

④
発
見
し
た
こ
と
を
、
ク
ラ
ス
全
体
で
報
告
す
る
。

コ
メ
ン
ト
/
観
察

も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
、
項
目
ご
と
に
図
表
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、
仕
事
で

着
る
服
を
展
示
し
た
り
で
き
る
で
し
ょ
う
。

参
考
図
書

タ
イ
ト
ル
:
カ
ン
ザ
ス
州
の
進
路
指
導
実
践
集

著
者
:
カ
ン
ザ
ス
州
・
カ
ン
ザ
ス
州
進
路
指
導
協
会

出
版
年
:
19
83
年

出
版
社
:
ウ
ィ
チ
タ
公
立
学
校
出
版
社

住
所
:
北
エ
ン
ポ
リ
ア
、
ウ
ィ
チ
夕
、
カ
ン
ザ
ス
州

実
践
者
:
ナ
ン
シ
ー
シ
ュ
レ
ル

学
校
:
グ
リ
ー
ン
小
学
校

住
所
:
83
0
フ
ォ
ー
ス
ク
レ
ー
セ
ン
タ
ー
カ
ン
ザ
ス
州

電
話
番
号
:

Fi
g.
6 
ペ
ス
ト
実
践
集
の
具
体
例
(
小
学
校
編
;
キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援
領
繊
)

活
動
の
名
前
:
仕
事
仲
間

領
域
:
キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援

ゴ
ー
ル
:
3.
3. 
意
志
決
定
ス
キ
ル
を
発
達
さ
せ
る

能
力
:
3
ふ
3.
自
分
の
興
味
と
能
力
を
自
覚
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
職

業
の
選
択
に
役
立
つ
か
を
考
え
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
数
:
6
回

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
長
さ
:
1
時
間

対
象
年
齢
:
中
学
2
年
生

材
料
/
資
源
:
興
味
あ
る
発
明
品
、
交
通
機
関
、
支
持
的
な
行
政
機
関
と
そ

の
ス
タ
ッ
フ
、
快
く
協
力
し
て
く
れ
る
商
庖
組
合
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
経

済
界
の
人
、
評
価
の
た
め
の
道
具

教
示
/
手
続
き
:
6
週
間
の
進
路
指
導
の
中
で
、
各
生
徒
は
興
味
深
い
発
明

品
を
管
理
す
る
人
と
な
る
。
発
明
品
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
使
い
、
生
徒
は

自
分
が
興
味
を
持
っ
た
3
つ
の
仕
事
を
選
ぶ
。
教
師
は
生
徒
の
興
味
と
能
力

に
あ
っ
た
仕
事
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
気
を
配
る
。
快
く
時
間
を
割

い
て
く
れ
、
商
庖
組
合
の
中
に
興
味
の
あ
る
学
生
と
一
緒
に
作
業
を
し
て
く

れ
る
人
を
復
す
。

教
育
委
員
会
は
、
商
盾
組
合
と
一
緒
に
働
く
だ
け
で
な
く
、
商
庖
組
合
の

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
働
く
。
学
校
は
生
徒
へ
の
、
ま
た
職
場

へ
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
。
学
校
は
、
関
わ
っ
た
生
徒
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
評
価
を
行
う
。
商
庖
組
合
の
組
合
員
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評
価
す

る
。
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
一
緒
に
働
き
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
的
に
更

新
し
、
改
良
す
る
。

実
践
者
:
ダ
ン
ワ
イ
ズ

学
校
:
Co
lb
y
中
学
校

住
所
:
85
0 
W
.
 
3e
d 
Co
lb
y
中
学
校

電
話
番
号

Fi
g.
7 
ベ
ス
ト
実
践
集
の
具
体
例

(
中
学
校
編
;
キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援
領
減
)
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州
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ラ
ム
の
モ
デ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(
ゴ
ー
ル
)

児
童
・
生
徒
は
・
・
・
・
す
る
よ
う
に
な
る
。

小
学
校

中
学
校

両
校

1.
1.
 
1.
1.
1.
 
人
格
的
な
強
さ
と
弱
さ
を
表
現
す
る

1.
1.
1.
 
長
所
を
発
達
や
さ
せ
行
、
為
弱
に
さ
影
に
響
気
す
づ
る
く
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1.
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自者人
所分の
発感人
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達めや
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せ行行
な価為
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さ解響
わに気
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ポ
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よ
1.
1.
2. 
肯
定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
否
定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
影
響
に
気
づ
く

1.
1.
2. 
他
者
の
感
情

ジ
テ
ィ
プ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
う
こ
と
1.
1.
2. 
を

ジ
概
う
1.
1.
3
 
ど
の
個
人
も
大
切
だ
と
言
う

を
学
ぶ

1.
1.
3. 
を

こ
と
が
る

テ
念
と
1.
1.
 4
. 
他
者
の
も
つ
独
自
の
能
力
を
表
現
す
る

1.
1
.3
目
賞
賛
と
批
判
を
与
え
た
り
、
受
け
た
り
す
る
こ
と
を
学
ぶ

1.
1.
4. 
の

ジ
テ
ィ
で
プ
きな
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
う

イ
を
す

1.
1.
4.
 
他
者
の
持
つ
独
自
の
能
力
を
認
め
、
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
で
ノ
き
、
る

プ
形
る

1.
1.
 5
. 
フ
ィ
ー
ド
ック
かを
に効
他果
者的
にに
影気
使響
づ
を
う
こ
と
を
学
か
ぶを
述

な
成

1.
1
.6
. 
人自
の
好
意
が
い

与
え
る
べ
る
こ
と
が
で
き
る

自
し

1.
1.
 7
. 
己
概
念
と
行
為
の
関
係
に
い
て
い
る

1.
2.
 
1.
2.
1. 
選意
志択
肢決
定を
探の
基す
本の
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
知
っ
て
い
る

1.
2.
1. 
意
志
決
定
の
ス
テ
ッ
プ
を
説
明
し
た
り
、
用
い
た
り
で
き
る

1. 
2.
1. 

務3意で志
器
百
決号
定EのE福
効ネ
議果
住を
宅;
議貝
繍議
立も
り‘
室う
益まill
程
法
評
や
需
E精目巣
をE
品
改T3誌
ー詣すむ
る
お
さ
る

効
意
が
1.
2目
2.

に
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
使
う

1. 
2.
2.
 
妥
協
を
含
め
、
可
能
な
他
の
選
択
肢
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

1. 
2.
2 

る
果
志
で
1.
2.
3.
 
選
択
し
た
も
の
の
長
期
的
、
短
期
的
な
可
能
性
を
考
え
る

1.
2.
3.
 
選
ん
だ
事
柄
に
つ
い
て
起
こ
り
う
る
結
果
を
予
測
し
、
評
価
で
き
る

1. 
2. 
3
 

が
で
き
る

的
決
き
1.
2.
4目
決
定
の
結
果
を
慨
観
す
る

1.
2.
4目
決
定
の
効
果
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
評
価
で
き
る

1.
2.
4.
 

きも
るる
こ
と
が

な
定
る

1.
2.
5.
 
意
志
決
定
の
過
程
で
、
価
値
観
、
家
族
、
仲
間
の
影
響
を
見
積
も
る
こ
と
が
1.
2.
5.
 

で
き
る

意で
定
効
果
見
積
も
、
課
程
や
結
果
改
善
す
る
法
を
明
ら
か

1.
2.
6.
 
に
で
き
る

臼コ

1. 
3.
 
1.
3.
1.
 
『
良
い
タ
ッ
チ
J
r悪
い
タ
ッ
チ
」
の
違
い
が
わ
か
る

1. 
3.
1. 
適
切
な
健
康
法
、
衛
生
法
を
個
人
の
違
で
実
い
行
す
る

1.
3.
1. 

重駒1自鶏
話器
場語
i5J務整
1課問12
 炉
電
製
の
酌
明
義
る

格人
健
選
き
1.
3.
2.
 
『
よ
い
タ
ッ
チ
j
と
「
悪
い
タ
ッ
チ
J
の
違
い
を
説
す
る

1. 
3.
2.
 
適
切
な
接
触
と
不
適
切
な
接
触
を
説
明
で
き
る

1.
3目
2.

康
択
る
1.
3.
3.
 
あ
る
薬
は
健
康
的
で
、
他
は
健
康
に
害
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る

1. 
3.
3.
 
健
康
的
な
食
習
慣
、
不
健
康
な
食
習
慣
の
違
い
を
区
別
で
き
る

1.
3目
3目

る
こ

、
ネ
ガ
テ

果
を

的
が
1.
3.
4.
 
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
つ
い
て
述
べ
る

1. 
3.
4目
タ
パ
コ
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
な
ド
ラ
ッ
グ
の
ネ
方
ガ
テ
知イ
プ
な
効
果
を
指
摘
で
き
る

性社会

な
で
1.
3.
5.
 
タ
パ
コ
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
ネ
ガ
テ
ィ
プ
な
影
響
を
明
確
に
知
っ
て
い
る
1.
3.
5 
物大
人質
を
い
た
健
康
的
い
く
つ
か
の
法
を
っ
て
い
る

1.
3.
4 

1.
3.
6 
物
質
を
用
い
た
健
康
的
な
い
く
つ
か
の
方
法
を
知
っ
て
い
る

1.
3.
6.
 
が
助
け
て
く
れ
る
状
況
や
助
け
て
も
ら
う
方
法
を
知
っ
て
い
る

1.
3.
5目

グく
のつ
ネか
ガ知
テっ
ィて
プい
なる
効
果
を
説
明
で
き
る

大
人
が
助
け
て
く
れ
る
状
況
や
助
け
て
も
ら
う
方
法
を
知
っ
て
い
る

1.
3.
6目
1.
3.
7.
 

1.
3目
8.

場
合
、
必
要
が
あ
れ
ば
援
助
を
求
め
る
場
合

を
い
ろ
い
ろ
想
定
で
き
る

1.
4.
 
1.
4.
1. 
他
者
に
礼
(
敬
意
)
を
示
す

1. 
4.
1.
 
他
者
に
礼
(
敬
意
)
を
示
す

1.
4目
1.

さま
ざま
礼様
意な
よ状
性い
を(
敬示
況資
にす
質対
で意
他の
す敬
社人
、
支意会に
こ礼と
(敬大
す意る
切意味
ここ)
をさとと
を
示
価
す
値
こ
知と
が
で
き
る

他
礼
〈
1.
4.
2.
 
他
者
に
礼
(
敬
意
)
を
示
す
と
ど
ん
な
結
果
に
な
る
か
わ
か
る

1. 
4.
2.
 
他
者
に
礼
(
敬
意
)
を
示
す
こ
と
の
大
切
さ
を
説
明
で
き
る

1.
4.
2.
 
他
の
人
に

)
を
示
の
の
を
っ
て
い
る

者
を
す
1.
4.
3 
一
人
一
人
が
違
っ
て
い
る
こ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

1.
4.
3.
 
性
差
、
民
族
、
年
齢
、
そ
の
他
の
個
人
の
違
い
の
価
値
を
見
つ
け
る
こ
と
が
1. 
4. 
3. 
他個
他者
の人
人の

を
認
め
援的を
示すな

が
で
き
き
る

に
尽
1.
4.
4.
 
す
べ
て
の
個
々
人
が
社
会
の
中
で
価
値
あ
る
人
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

で
き
る

1. 
4. 
4. 
の

し
て
、

が
で

1.
4.
4.
 
社
会
で
、
す
べ
て
の
人
た
ち
が
い
か
に
価
値
を
持
っ
て
い
る
か
を
説
明
で
き
る
1. 
4. 
5
 
に敬
多

こ
と
の

表
現
で
るき
る

1. 
5.
 
1.
5.
1. 
感
情
を
明
確
に
で
き
る

1.
5.
1 
行
為
に
感
情
が
影
響
す
る
こ
と
を
表
現
で
き
る

1.
5.
1 

他人幸
向自者
性せの
分感な
の、と
情異結
パよ性
婚ーい
に基の
コとソ
づい
て、
ケ友
効ー
情果
シと
的
な
行
が
為
が
取
れ
る

他
る
発
1.
5.
2.
 
自
分
の
感
情
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

1.
5.
2.
 
他
者
と
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

1. 
5. 
2
 

ミ
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